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【技術の名称】 

ＣＦラミネート工法 

－ＣＦＲＰ板貼付による既存鉄筋コンクリート造

構造部材の曲げ補修・補強工法－（改定） 

性能証明番号：GBRC性能証明 第 12-36号 改 

性能証明発効日：2015年 4月 1日 

【取得者】 

ＣＦラミネート工法研究会 

（代表幹事：東レ株式会社） 

【技術の概要】 

本技術は、既存鉄筋コンクリート造の梁および床スラブ

のコンクリート表面に、炭素繊維強化プラスチック（ＣＦ

ＲＰ板：以下、ＣＦラミネートと称する）を粘性の高いエ

ポキシ系接着剤を用いて貼り付ける補修・補強工法である。

ＣＦラミネートは、高強度・高耐久性かつ軽量な補強材で、

工場で炭素繊維を一方向に並べてエポキシ樹脂を含浸さ

せ、板状に成型硬化させて製造する。曲げ補強筋の腐食や

鉄筋切断等に伴う断面欠損により低下した許容曲げモー

メントの回復、あるいは、居室の使用状況の変更等に伴う

積載荷重の増加に対する許容曲げモーメントの向上がで

き、作業が容易で省力化が図れ、短期間で施工可能な施工

性に優れた補修・補強工法である。 

本技術は、ＣＦラミネート工法研究会の構成会社である特

別会員等 7社の研究開発成果に、研究会が独自に行った試

験結果を加えてまとめたものである。引張強度とヤング係

数が異なる高強度クラスと中弾性クラスの 2種類のＣＦラ

ミネートは、設計応力によるＣＦラミネートの引張応力度

およびコンクリートとの接着せん断応力度の大小によっ

て使い分ける。 

なお、本工法は、適用建築物に対して、建築基準法、その

他関係法令に基づき適正に使用するものとする。 

 

【改定の内容】 

新 規：GBRC 性能証明 第 12-36号（2013年 4月 1日） 

改 定：GBRC 性能証明 第 12-36号 改（今回） 

・使用接着剤の追加 

・既存架構のコンクリート強度の適用範囲を条件付き

（技術の適用範囲(1)既存架構のコンクリートにおい

て記載）で拡大（推定強度 13.5 N/mm2を下回る場合） 

 

【技術開発の趣旨】 

本技術は、これまでの施工実績により施工面は確立され

た段階にあるが、許容曲げモーメントの回復または向上が

可能な補修・補強工法として、設計方法が十分に確立され

ていなかったが、性能確認試験結果に基づき、補修・補強

のために必要な設計許容値を提案し、設計方法の確立を目

指した。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、以下の通りである。 

申込者提案の「ＣＦラミネート工法 設計・施工指針」に

従って設計・施工した既存鉄筋コンクリート造の梁および

床スラブの曲げ補修・補強部材は、長期荷重時において、

同指針で定める所要の許容曲げモーメントを有するとと

もに、使用性を損なうたわみ等を生じない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本技術の問合せ先】 

ＣＦラミネート工法研究会    担当者：小 畠 克 朗    E-mail：yoshiro_kobatake@tace.toray.co.jp 

〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 2－4－7 東レＡＣＥ株式会社 内  TEL：03-3279-5481  FAX：03-3279-5482 

  ＣＦラミネート 仕上げ  

ＣＦラミネート工法の施工概要 
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① 低強度コンクリート梁の剥離ひずみ既往式評価可能 
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② ボンド E390T L の剥離ひずみが既往式評価可能 
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③ ２社接着剤の接着強度が性能証明規格値を満足 


